
 

News Release ※本発表は、RFIDメディカルアライアンスに参画する5社の同時発表です。 

2019 年 6 月 18 日 
 

医薬品の資材製造から服薬管理まで、遠隔診療時代も見据えた「安心」を提供 

医薬品のサプライチェーンを RFID で変える仕組みを 5 社で共同開発 

～第 21 回 インターフェックスジャパンに出展～ 

 

  株式会社マイクロ・テクニカ 

サトーヘルスケア株式会社 

大成化工株式会社 

クオリカプス株式会社 

藤森工業株式会社 

 

株式会社マイクロ・テクニカ、サトーヘルスケア株式会社、大成化工株式会社、クオリカプス株式会社、藤森工

業株式会社の5社は、カプセル、ボトル、薬液バッグといった医薬品の資材製造から製薬工場、物流、病院や調剤

薬局、使用者にわたる医薬品サプライチェーン全体においてRFIDを活用し、在庫管理など関連業務の省力化と、

正確なトレーサビリティの担保、そして遠隔診療時代も見据えた安心・安全な医療サービスに貢献する取り組みを

共通の目的として、協議のもと実施します。「第21回 インターフェックスジャパン」の各社ブースで共同ソリュ

ーション「Tag 4 Link™」を参考出品し、年内の技術確立、2020年の販売開始を目指してまいります。 

 

 医薬品を取り巻くサプライチェーンでは、在庫管理や処方確認など、人手不足の中でも正確な業務が求められ、

業務の省力化が課題となっています。また、偽造防止のため、サプライチェーン全体のトレーサビリティが求めら

れるのと同時に、来るべき少子高齢化の進行と医療サービス人材の不足に備えた「遠隔診療」や「オンライン服薬

指導」の普及のため、今後は医薬品も使用者のもとへ直接、正しく運ばれる仕組みや、薬剤師が使用者の服薬状況

を正確に管理できる仕組みが求められます。今回の取り組みにおける概要および、医薬品情報の流れは以下です。 

 

1. 資材メーカー ～ 製薬工場 

 図のように、サプライチェーンの上

流のメーカーや製薬工場では、医薬品

のカプセルやボトルそのものにRFID

が埋め込まれ、それを梱包する個箱、

外箱にもRFID（ラベル等）が搭載さ

れ、必要情報が上書きされていきます。 

 

2. 物流センター ～ 卸 

工場からの出荷や、その後の物流の各

場面での入出庫、在庫管理では、これ

まで1枚1枚バーコードラベルを読み

取っていたものが、RFIDラベルが貼られた外箱を一括で読み取ることで、数十分の作業も数秒に短縮されます。 

 

3. 調剤薬局／病院、薬の使用者 

病院・薬局では個箱やRFIDボトルを読み取り、人手をかけずに正確で効率的な在庫管理や処方が行えます。さらに

服用時には、医薬品ボトルの開封検知や、胃液に反応して電波を発する電子タグ付きハードカプセル（米国で認可申

請中）により、正しい薬を正しく服用したという履歴管理を、使用者やその家族、医療従事者側へも提供します。 

 

 本アライアンスでは、今後も協業パートナーを拡充し、RFID による「正確・省力・安心」の医薬品サプラ

イチェーン管理により、時代の変化が求める効率的かつ質の高い医療サービスに貢献してまいります。 

 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

サトーホールディングス株式会社 広報室 広報グループ 
担当：佐藤・柘(ツゲ) 電話：03-5745-3412 



＜参考資料＞ 

■ サプライチェーンの各シーンにおける取り組みの流れと価値 

① 資材メーカー 

医薬品カプセル、ボトル、輸液バッ

グへRFID 埋め込み 

② 製薬メーカー工場 

③ 物流センター／卸 

ゲートリーダーで一括読み取り 

④ 調剤薬局や病院など ⑤ 医薬品 服用者（使用者） 

 

■ 医薬品のカプセルから、各包装単位にRFID を採用 

 

 

外箱ラベル 

RFID で出荷、入

出庫、在庫管理を

省力化 

販売包装となるボトル個箱ケース 

（製薬工場にて、消費期限、製剤情報

等を書き込み。薬局／病院でも活用） 

サトーマテリア

ル社製の RFID

をボトルに埋め

込み（大成化工） 

医薬品の製造番

号など書き込み 

電子タグ付き 

ハードカプセル 

（クオリカプス） 

 

藤森工業 クオリカプス 大成化工 

薬局での正確・ 

効率的な処方、 

在庫管理 

病院での正確・ 

効率的な 3 点照合（薬

液バッグ）、在庫管理 

カプセルに内蔵されたセンサーが胃酸に

触れると発電し、リーダー経由でスマホへ

通知。クラウド上で服薬履歴管理も可能 

・ボトルへバーコードの印字・印字検査 

・ボトルのRFIDへ情報書き込み・チェック 

（以上、マイクロ・テクニカの提供） 

・RFID埋め込み型の個箱で梱包 

産業用ロボットによる 

外箱へのRFIDラベル自動貼り 

（サトーヘルスケア） 

→出荷時の読み取りも省力化 



■ アライアンスに参画する 5 社のご紹介 

会社名 所在地／代表者／URL 事業内容
インターフェックス
ブース番号・商品

商品写真

東京都豊島区東池袋3-12-2 山上ビル W13-4

代表取締役社長　葛生 仁

東京都港区芝公園1丁目7番6号

KDX浜松町プレイス9階
W1-71

代表取締役社長　櫻田 聡

大阪府茨木市藤の里2-11-6 W3-22

代表取締役社長　白石 保行

奈良県大和郡山市池沢町321番地の5 W8-002

代表取締役社長　森 正治

東京都新宿区西新宿一丁目23番7号

新宿ファーストウエスト10階
W1-62

代表取締役社長　布山 英士

クオリカプス株式会社

ハードゼラチンカプセル及び
HPMCカプセルの製造販売

カプセル充填機、シール機および
製剤関連機器の製造販売

ID-Capsule™および

ID-Cap™システム

(etectRx®社様ご提

供）
http://www.qualicaps.co.jp/

藤森工業株式会社

プレミクスド薬液バッグの提供。ガ
ラスに代わる非吸着低溶出性・耐
内容物適性に優れたソフトバッグ
へさらにRFIDタグ機能を搭載する

ことに挑戦

非吸着低溶出薬液
バッグ：

https://www.zacros.co.jp/

サトーヘルスケア株式会社

バーコード、ICタグなど自動認識

技術を活用した医療分野向けソ
リューションの企画・提案ならび
に、バーコードプリンタ等ハード
ウェア、各種医療ラベル等サプラ

イの販売

省力化、自動化を支
えるRFID×ロボット

ソリューションhttp://www.sato.co.jp/company/about/group/health.html

大成化工株式会社

主に医薬品直接包装容器の開
発・製造・販売

RFIDタグを内蔵した医薬用広口
容器、液剤容器を提供。

製剤の取り違え防止や製造履歴
のトレーサビリティにより偽薬防

止につなげる。

音声機能とRFIDタ

グを内蔵した容器

　CONTELLERhttp://www.taisei-g.co.jp/

株式会社マイクロ・テクニカ

https://www.microtechnica.co.jp

各種業界における目視検査をコ
ンピューター技術を用いて自動検
査する画像認識・検査システムの

開発・製造・販売

医療業界でトップ
シェアの画像検査機

RSC-1000

 

 

※ 「第 21 回 インターフェックスジャパン」のマイクロ・テクニカのブースでは、製薬工場のラインを模し

た内容で、本ソリューションの価値を体験いただけます。その他、サトーヘルスケアのブースでは産業用

ロボットによる RFID ラベルの自動貼りなど、各社ブースにて担当ソリューションの出展や、カプセル、

ボトル、薬液バッグなど各社の商品サンプル、共同パネルを設置します。 

 

※ 電子タグ付きハードカプセル「ID-Capsule™」について、クオリカプス株式会社より6月6 日付で、下記の通りニ

ュースリリースが発表されています。 

http://www.qualicaps.co.jp/news/news/20190606.html  

 

※ リリースに記載の会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。 

 

 

本リリース配布先：厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ、本町記者会、道修町薬業記者クラブ、大阪化学工業記者クラブ 

 

 

以上 


